病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。

＜患者様連絡事項＞
・齊藤　光枝様～頭部ＣＴ・胸部レントゲン施行しています。

・越後　京子様～弟夫婦様の面会あり、介護認定申請について確認した所、保健師に相談したら、介護保険よりは、精神保健の保険で申請をするよう言われたので、保健所に行き申請するとの事です。申請したら連絡をくれるとの事です。
・澤田　德則様～本日15：00～ケア会議を行います。

・山下　拓也様～姉様から緊急時の対応に関する同意書を記載して頂きました。
　　　　　　　　
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～体調について尋ねると「喉が詰まる感じがする。食事の時に飲み込む時も通りが悪い様な気がする。」と喉の辺りを気にしています。「元気が出ない」と言った後、首を傾げ「なんか、薬が弱いのか。」と話しています。日課やプログラムへの参加は出来ています。夜間の睡眠も取れています。本人の訴えを傾聴しながら、身体・精神面共に観察していきましょう。



・巴　勇樹様～昨日の体重の増減は+2.2kgとなっています。夜間の睡眠は取れており、日中は、日課やプログラムへも参加しています。コップを持ち歩く事も無くイライラ感の訴えなく過ごされています。喫煙要求も聞かれません。

・澤田　德則様～本日は、朝食後薬服用時にのみ継続指示薬のセパゾン（2）1Tを服用しています。食事摂取量が、今週の日曜日より1/3～1/4の摂取となっています。苛々を訴えて来る事はありません。スタッフが服薬ボードのチェックで訪室した際に、退院に向けての焦りや不安があると話しています。本人の訴えを傾聴し退院に向けての不安や焦りを軽減していけるように対応していきましょう。

・夏堀　麗紗様～本日叔母様より連絡あり、川村内科に電話したところ、保険会社には書
類は提出してあると連絡あったとの事です。

・中川原　義雄様～昨日夕～自己服薬管理を再開していますが、朝食後薬として本日の日付がついた昼食後薬（漢方薬）を持参されています。間違っている事を説明すると「あれー、何で俺、これ持ってきたべ？」と自室に戻り朝食後薬を持参し服用しています。注意力散漫となっており、間違えのない様に次に服用する薬包の所に”くすり”と書いたカードを入れているのだが、気付かなかった様です。

・小笠原　文人様～気分高揚さ落ち着いている為、スタッフ付き添いでの買い物を再開し、
　　　　　　　　　服薬ボードも本日夕～自己服薬管理も再開となります。

＜深澤Ｄｒケース検討＞
・松谷　和也様～日課やプログラムへは参加出来ており、落ち着いて過ごされています。
保護者の松谷さと子様は東Ａユニットにいる状況ですが、叔母様に協力を得られる状況かＳＷへ確認中でした。どのくらいの援助をしていただけるか不明の為、直接母・叔母様へ確認が必要との事です。青山荘への入所で進めていきます。

・巴　勇樹様～禁煙は継続して出来てはいますが、多飲水傾向となる事から3回/日の体重
測定を行っています。暇な時間が出来るとコップを持ち歩く傾向にある為、
　　　　　　　声掛けや介入が必要です。過去に青山荘を利用したことがある方でも、入
院を挟んだ場合は、利用期間はリセットされるようです。そのため、再度入所の利用は可能との事です。

・内田　都影様～5/6（月）主治医が来棟した際に、退院について今は落ち着いてきている
[bookmark: _GoBack]など施設入所について進めていいと言っていた。」と話されています。今後の生活場所をどのように考えているのか確認すると、「ずっと姉の監視下にあったから、そのままでいいと思っている。これからも施設で、小遣いはもらわないで姉から差し入れしてもらって、この生活を続ければいいと思っている」と話しています。他病棟の患者様の不満発言等を言い、話しかけの多さが目立って来ています。他者トラブルはありません。

・山下　幸子様～5/4より退院先の「やまばと寮」戻る事に対しての不安発言は聞かれず、
日課やプログラムへは参加出来ています。傾聴に寄る事で不安時の頓服薬の服薬はみられません。家への外泊希望あり、施設への外泊も検討して行く事になる為確認が必要です。今後も訴え時傾聴していき、早期退院できるように関わっていきます。

・五日市　規様～妄想に左右された言動や壁叩き、離棟が見られ病室移動している経緯も
あります。入浴の拒否は無く、洗濯も入浴後一番に行っています。今後も所在確認は周知していきます。保清面の関してのスタッフの見守りは持続していきます。

・松永　勘五郎様～日課やプログラムへは参加され、夜間の睡眠も取れています。他者との交流は見られませんが、対応は穏やかです。以前グループホームへ入所されたれた方なので、グループホームへの入所で検討していきます。
